
鹿児島県の総人口は何人？
　平成 22年 10月 1日に実施される国勢調査による鹿児島県の
総人口を予想してみませんか。

●応募資格＝鹿児島県に住んでいる方なら
　どなたでも応募できます。
●賞＝図書カード
　１等賞＝１万円分（１人）
　２等賞＝５千円分（２人）
　３等賞＝２千円分（４人）
　チャレンジ賞＝５百円分（10人）
●応募締切＝
　平成 22年 10月 15日（金）
　消印有効
●応募方法＝はがき
●�当選発表＝総務省発表の速報集
計に一致した方、または最も近
い方から順に当選します。当選
者には平成23年３月中に本人へ
通知します。
●応募先＝〒 890-8577
　鹿児島市鴨池新町 10番 1号
　鹿児島県統計課　人口予想　係

2010.9.10　広報さつませんだい⓭ ⓬広報薩摩川内　2010.9.10

個人情報は
厳格に保護されます

ご安心ください！

国勢調査では、統計法によって、厳格な個人情
報保護が定められています。

国勢調査員は、調査票の入った封筒を開封せ
ず、封をしたまま市に提出します。

国勢調査に従事する者には、統計法による守
秘義務が課せられています。
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総務省統計局
鹿児島県・薩摩川内市
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　　　　　   　　　　【問合先】■国勢調査薩摩川内市実施本部（本庁企画政策課内）　  (23)1155(直通 )
　　　　　　　　　　　　　　 ■国勢調査コールセンター　  0570-01-2010(ナビダイヤル )

人 口 予 想 ク イ ズ

《記載例》
■鹿児島県の予想人口
　○ , ○○○ , ○○○人
■住所
　〒△△△−△△△△
　薩摩川内市○○町○−○
■氏名（ふりがな）
　国

こくせい

政　太
た ろ う

郎
■電話番号
　○○○○−○○−○○○○
■職業または学校名・学年
　○○学校　○○年
■年齢
　□□歳

平成 22年 6月 1日現在の県推計人口は
1,704,891 人でした。
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約 16 分に 1 人、日本のどこかで誰かが命を絶っています
　現在、わが国では、1年間に約 3 万人の人が自ら命を絶っています。
　これは、交通事故死の５〜６倍の数に上ります。1 日当たりに換算すると、約 90 人が自殺して
いる計算になり、約 16 分に 1 人、日本のどこかで誰かが命を絶っていることになります。自殺
未遂者は、少なくともその 10倍はいるといわれています。
　鹿児島県でも、平成 21年には、約 500 人が自殺で尊い命を失いました。
　自殺は決して個人の問題ではなく、身近な社会問題です。この機会に、自殺予防について考え
てみませんか。
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相　談　窓　口 電　　話 相談日・時間 内　　容

本庁　高齢・障害福祉課 （23）5111 8:30～17:15（土・日・祝日・年末年始を除く） 保健師または精神保健福
祉士による相談

川内保健センター （22）8811
8:30～17:15（土・日・祝日・年末年始を除く） 保健師による相談
毎月　第２水曜日　9:00～12:00（予約制） 臨床心理士による相談

樋脇支所市民生活課 （37）3111

8:30～17:15（土・日・祝日・年末年始を除く） 保健師による相談

入来支所市民生活課 （44）3111
東郷支所市民生活課 （42）1111
祁答院支所市民生活課 （55）1111
上甑保健センター （2）0391
下甑健康管理センター （7）0380
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相　談　窓　口 電　　話 相談日・時間
川薩保健所 （23）3165 8:30～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く）
鹿児島いのちの電話 099（250）7000 24時間年中無休

こころの電話
099（255）7974

9:00～16:30（土・日・祝日・年末年始を除く）
099（255）0797

鹿児島県精神保健福祉センター 099（255）0617 8:30～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

＜そのほかの相談窓口＞

＜こころの健康相談窓口一覧＞
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自殺予防の
３つの
ポイント

【問合先】＝市民健康課健康指導南部グループ (すこやかふれあいプラザ内 )　 (22)8811（内線 216・217）




